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資料

1960年以降ドイツ学界における
中世初期都市＝農村関係に関する研究

森 本 芳 樹

筆者と 9名の若い友人たちとは， 1981年から西欧中

世都市＝農村関係研究会を組織しているが，その活動

の一部として， 1960年以降ヨーロッパ学界での研究動

向を明らかにすべ<,以下の分担で調査を進めてい

る。フランス学界：中世初期佐藤彰ー（愛知大学法

経学部），中世盛期・末期 山田雅彦（九州大学文学

部大学院） ；ベルギー学界：中世初期森本芳樹（九

州大学経済学部），中世盛期斉藤綱子（明治大学文

学部），中世末期藤井美男（九州大学経済学部大学

院） ；ドイツ学界：中世初期森本芳樹（九州大学経

済学部），中世盛期・末期 田北広道（福岡大学商学

部）。なるたけ組織的な探索を行なって文献目録を作

成し，その解説の形で特徴的な研究動向を浮彫にしよ

うとするものであり，それぞれの担当分野で，代表的

な論文を選んで翻訳することをも予定している。本

稿は， この研究計画のうち，本誌前号に掲載された

「1960年以降ベルギー学界における中世初期都市＝農

村関係に関する研究」に続いて，筆者担当の後半部分

をなす。なお，本文中での文献の引用は，末尾掲載の

文献目録での番号により，必要な場合，それに続けて

関係する頁を示した。

はじめに ドイツにおける中世史研究で，都市＝農

村関係はきわめてよく取り上げられるテーマの一つで

あるが，これを正面から押し出した論文は，殆どすべ

てが中世盛期と末期に当てられており叫 紀元千年こ

ろまでの時期にある程度の紙幅を与えているのは，工

1) それらの内容については，田北広道氏による詳
細な検討が近く発表される予定である。

ネンくらいである。すなわち，まず「中世における都

市＝農村関係の類型論に寄せて」 (Ennen⑫1〕）と題

した論文では，一方では南欧的な都市による農村支

配，他方ではアルプス以北での都市と農村との相対的

な独自性，これら両者の対照が，古典古代末期から中

世初期に全ヨーロッパ的に存在した司教による都市支

配からの分岐として，中世盛期以降に明確となったと

説く。ついで，ケルンを舞台とする「農村経済と都市

経済との相互作用」 (Ennen〔泣〕）を検討しつつ，都

市所在の教会諸組織による市外での土地所有が，中世

初期においてはことに重要であったと指摘している。

いずれも，中世初期に特有な問題を本格的に取り上げ

ているわけではない。

従って本稿では，都市＝農村関係に意図的には直接

関わっていない仕事も含めて， ドイツー一正確には

「ドイツ語を用いる」 deutschsprachig-—学界が中

世初期の多様な分野一一都市史，農村史，商業史，手

工業史，教会史など一一てで生み出した， 1960年以降の

成果を広く渉猟し，都市＝農村関係がどのように捉え

られているかを明らかにしていきたい。もとより，多

産なドイツ学界の作品を網羅的に取り上げることはで

きず， ことに，しばしば大冊として出版される個別地

域や都市の一般的叙述は，割愛せざるをえなかった

が，主要な研究動向は誤りなく追跡しえたと信ずる。

1 都市概念の柔軟化ーー中世初期における都市＝

農村関係の検出一―-

農業と農村とが主要な部面をなすヨーロッパ中世，

ことにその度合が著しい紀元千年以前について，都市
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＝農村関係を語るとすれば，その出発点は何よりも，

圧倒的に農村的な環境のもとで，都市の存在を確認す

ることでなければならない。けだし，研究史上中世初

期ー一少なくともその一部ーーを都市のない時期と考

える立場は多かったし，現在でも， 5世紀から10世紀

までの都市の実存は，けっして自明とされているわけ

ではないからである。例えば，社会・経済史に関する

西ドイツでの標準的な概説 (Aubin-Zorn〔幻； Li.it-

ge⑮8〕）では， 中世初期について都市の項目は設け

られておらず，都市に関する記述は，商業地をめぐる

諸問題として，商業の項目に含められている。また，

中世都市の研究がきわめて盛んな東ドイツ学界2) で

も，主要な関心は独自な階級としての市民層に向けら

れており， そこから，都市を発達した封建制の構成

要素として， 11世紀以降の現象とみなす傾向が強い

(Berthold-Engel-Laube〔3〕；k廿ttler〔57〕）〇

けれども，ことに西ドイツの歴史家は，次節で明ら

かにするように， 10世紀以前にも都市を発見しようと

する努力を重ねて，多様な成果をあげているのであっ

て，その大きな前提こそ，中世都市概念の柔軟化なの

である。すなわち，都市共同体の自由と自治とを確保

した法的特権を最も重要な指標として，都市と農村と

を峻別しながら中世都市一般を概念規定しようとする

仕方一ーそれは第二次大戦ころまでの主流をなしてい

たー一を排して，人間生活の諸側面での都市的諸現象

のすべてに着目し，時期と地域とによって様々に異な

ったそれらの組み合わせを検出しようとする行き方

2) 東ドイツ学界の動向は， 言わば公式に， 『歴史

科学雑誌』上で10年ごとに取りまとめられている。

1960年以降の中世史研究で都市史が占める大きな

地位は，以下に明らかである cLaube, A.-Miiller= 

Mertens, E. -Topfer, R : Forschungen zur 

Geschichte des Mittelalters; in Historische 

Forschungen in der DDR 1960-1970. Zeitschrift 

fur Geschichtswissenschaft, Sonderband 1970, p. 

309-337; Eng~l; E.-Miiller=Mertens, E.-Schild-
hauer, J. -Tepfer, B. : Forschungen zur Ge-

schichte des Mittelalters, in Historiche For-

schungen in der DDR 1970-1980. Zeitschrift 

fur Geschichtswissenschaft, Sonderband 1980, 

p. 46-78. 
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が，最近では前面に出てきている。この点で中世初期

が正面から扱われることは多くはないが，例えば，地

誌的，社会的，経済的，軍事的，法制的などの諸指標

を組み合わせた類型設定によって都市を捉えるべきで

あるとするヤンクーンは，それによって，すでに商人

と手工業者の農業世界からの分離が進行していること

が確実な中世初期の「旧様式の都市」 Stadtealter 

Artを， 中世盛期の「新様式の法的都市」 Rechts-

stadt neuer Artから区別して捉えられる，と強調し

ている〔Jankuhn(43) ; (44)〕。また， ディルヒャ

ーは，都市法と都市共同体との確立によって特徴づけ

られる中世盛期の都市とは違って，「より古い都市」

altere Stadtの検出はまず地誌的， 及び社会・経済

的な側面で行なわれねばならず，法的側面では，領主

制的色彩の濃い諸形態に注意しなければならないと主

張する (Dilcher(17〕）。まさにこうした方法によっ

てのみ，『中世におけるヨーロッパ都市の前期及び初

期諸形態』〔42〕ー―-1970年ゲッチンゲン研究集会3)報

告集の表題ーーが，具体的に明らかにされうるという

わけである。

ところで，このような方法論上の変化で大きな力を

振ったのは，「中心地」 Zentralortに関する理論の適

用であろう。地理学で練り上げられたこの概念を十分

に吟味することは，私の力に余るが，ともかく，中世

都市研究でそれが積極的な意味を持ちえたのは，個

別集落そのものよりも，むしろ「中心地的諸機能」

zentralortliche Funktionenを見据え，一定の空間に

おける求心的諸力の編成を眼目としており，特定の地

域におけるすべての都市的諸現象の検出と検討にふさ

わしいからだ， と思われる。デネッケは， こうした

「空間・機能的考察方法」は，都市の厳密な定義から

3) 最近の西ドイツ学界で，先史時代から中世初期

までの諸問題を，ことに考古学と文献学・言語学

との方法を多用して検討する広場となっているの

が，ゲッチンゲンで行なわれる「中欧及び北欧の

古学委員会研究集会」Kolloquiender Kommis-

sion fur die Altertumskunde Mittel-und Nord-

europasであり，本稿でもその報告集から 4篇

(〔2a〕；は2〕；〔44a〕；は6〕）を取り上げた。
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出発する仕方に代って登場したことを指摘している

(Denecke〔且〕）が，後に見るように（後掲55頁），中

世初期について大きな業績をあげたミッテラウアー

も，「社会・経済史的研究課題としての中心地の問題」

(Mitterauer⑯1〕）と題する論文のうちで， 次の2

点を強調している。すなわち，村落と完全に発達した

都市との間には，それぞれが一定の都市的機能を担う

多様な集落が存在するが，中心地理論はこれらを本格

的な研究対象とすることを可能にした。また，従来法

的都市概念と遠隔地商業の役割との偏重によって，周

辺農村から切り離して論じられる傾向の強かった都市

史を，地域研究のうちに定置しえたのも，中心地理論

による発想だつた，というのである。もちろん，中心

地理論の適用に伴う問題は多いようであるが，現在の

大勢は，こうした方法を積極的に受け入れた上で，具

体的な考察に進む方向にある。教会制度において発揮

されるケルンの中心地機能の範囲を，様々な次元で区

別してみせたエネンの論文 (Ennen〔凶〕）がその好

例であろう。

なお，東ドイツ学界も都市概念の柔軟化と無縁では

ない。例えば，発生史的にも地誌的にも異なった複数

部分の重合として現われる中世都市の形成は，従来の

ように法的都市のみを理論的枠組とするのでなく，

「都市空間」Stadtsraumを舞台として広く考察する必

要がある，とするブラシュケがそれである (Blaschke

〔4〕）。そして，前述のような一般的立場とは別に，中

世初期を具体的に取り扱う必要のある場合には，やは

り多様な都市現象が取り上げられる。ブライバーの注

目すべき仕事は本稿の最後に取りあげる（後掲58頁）

が，例えばチョクの一般的叙述を見ると，市民闘争の

開始期たる11世紀に先行する時期については，「封建

的都市の起源」Anfangedes feudalen Stadtewesens 

と題して，農業生産力上昇に基づく商人と手工業者の

自立化を理論的核心としながら，司教座都市，王宮，

ブルク，市場などを扱い，かつ，都市的集落と周辺地

域を繋ぐ週市を重視して，都市と農村との間の緊密な

相互関係を語っているのである (Czok〔認〕13-26)。

2 都市史研究ー一統治中心地たる性格の強調ー一

司教座 中世初期の都市的集落として，最もよく取

り上げられるのは，ローマ帝国末期から中世にかけて

司教座を擁した定住地たる <civitas}である。司教

座都市の研究がきわめて盛んなのは，それが文献史料

に比較的恵まれているという事情に加えて，ことに最

近の西ドイツ学界で，古典古代から西欧中世への連続

の問題に関心が深く，しかも，いまや主流となってい

る連続説の大きな根拠が，司教座都市に関する諸史実

に求められているからだと思われる。

確かに最近では，古代から中世への連続は，ローマ

期都市の存続という面でだけ捉えられているのではな

く，従来よりは多様な水準で追究されている。コンス

タンツでの研究集会 (1976-1977年）の報告集『古代

末期から初期中世へ』 (Ewig-Werner⑱2〕）も，主と

して， 地域研究の成果を集成する形で構成されてお

り，都市そのものの連続を主要な問題としていない。

けれども，司教座都市の存続が連続のきわめて重要な

局面の一つと考えられていることは確実で，そのこと

は，最近での連続説のチャンビオンと目されるエヴィ

ヒの論文集『古代末期とフランク期ガリア」 (Ewig

〔31〕）に収められた仕事一一例えばトリアーが，「皇

帝都市から司教座都市へ」変貌しながら， 5世紀初頭

の混乱を乗り切っていったとする小論 (Ewig⑱O〕）

ゃ，殆どマインツ，ヴォルムス及びシュパイヤーだけ

に注目した「中部ラインの歴史的素描」 (Id;〔29〕）一

からも見て取れる。

もちろん，司教座都市の連続について，歴史家の判

断は一様ではない。『都市の前期及び初期諸形態』

〔42〕を見ても， 一方には，最近の考古学による新史

料によっても，ローマ都市の連続を一般的に語ること

はできず，なお個別的に検討する必要があるとするシ

ェーンベルガー (Schonberg紅〔80〕）や， トリアーに

ついて，エヴィヒの前掲の主張にも拘らず，古代から

中世への移行期全体について無差別に用いられてきた

諸史料の年代順を考慮して，さらに厳密な判断を下す
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必要があると言うシントラー (Schindl虹〔74〕）のよ

うな，慎重な見解がある。他方では，人口集中，手エ

業の存在，商業活動及び在地を越えた祭祀機能の点か

らして，ケルンは都市として連続しており，しかもそ

れがローマ帝国属州首都の典型であったとする， ドッ

ペルフェルト (Doppelfeld〔認〕）の積極的な意見もあ

る。また， 『中世初期研究』誌に掲載された移行期を

テーマとする 2論文でも，文献史料の再検討，ことに

人名と地名の新しい観点からの調査によって，ザ｝レツ

ブルクとその周辺について，社会的分化を内包するロ

ーマ人口の存続を主張したプリンツ (Prinz⑯8〕）

と，古代と中世の分れ目を600年ころに置き，古代都市

の縮小を語るのみでその断絶を主張はしないものの，

7世紀から11世紀まで続くという中世社会の発展局面

を，もっばら貴族と修道院を担い手とする農村開発と

して描くケラー (Keller〔詔〕）との間には， かなり

の差がある。

けれども，単行本として発表された次のような業績

は，連続説を正面切って押し出している。まず，司教

座都市ソワッソンとその司教区を取り上げたカイザー

は，フランク期には「国王＝居城都市」 Konigs-und

Residenzstadtとして存続する都市そのものも， こ

れが中心となって編成されている司教区の行政・教

会諸区域や道路網も， 4世紀以降は安定した姿を示し

ていたと説く (Kaiser⑭9〕）。また，『ガリアにおけ

る司教支配。 4世紀から 7世紀までのローマ指導諸階

層の連続に寄せて』 (Heinzelmann⑱9〕）と題してハ

インツェルマンは，司教職の独占によって司教座都市

を拠点としていた，高級貴族による地域支配の連続を

強調する。さらに『カロリング期中部ラインにおける

社会の研究』 (Staab⑱3〕）を，ローマ的遺産が中世

初期をどのように規定しているかという観点から組み

立てているシュタープは，あらゆる部面で確認される

古代から中世への連続は，農村よりもやはり都市ー一

司教座及び <castrum}と呼ばれた城砦集落ーーで強

かった，と考えている。

このような諸研究の効果もあって，最近では，中世

第 50巻第 5号

初期都市の主要な類型として，存続したローマ都市を

考える傾向が，以前よりはずっと強くなっている。それ

を印象的に示すのが，新しい研究成果を常に敏感に取

り入れようとすとエネンが， 1970年代の中世都市の概

観 (Ennen⑫5〕）や，『ヨーロッパ都市の初期史』第3

版への補遺 (Ennen〔認〕）では，『初期史』（初版1953

年）におけるよりもずっと，連続の評価を高くしてい

る事実であろう。また，ヤンクーンも考古学的研究成

果を総括しながら，定住の継続，教会堂など公共的建造

物の恒常的利用，さらにガラスと陶器について証明さ

れる生産機能の維持という 3点においては，ローマ都

市の連続が確実であるとしている (Jankuhnは5〕）。

これに対して東ドイツ学界は，連続説には批判的で

ある。 1955-1956年コンスタンツ研究集会4) に明白に

示されていた西ドイツ学界の傾向を，ブルジョア的連

続史観ときめつけたエンゲルマン論文 (Engelmann

〔20〕）のように，正面切って連続説を拒否する論文は

多くないが， 『封建制史年報』上でソ連の歴史家シュ

タムは，次のように論じており，これを言わば公式の

見解と考えてよい。すなわち，中世都市形成の基礎は

あくまでも農民的小生産の発展による自立的手工業の

成立であるが，農業生産性の低位な中世初期にはそう

した事態は生じえず，奴隷制とともに古代都市が衰退

してしまったこの時期は事実上都市を経験しない，と

いうのである (Stam〔糾〕）5）。

さらに，西ドイツ学界では，古代以来の都市に対す

4) この研究集会こそ，第二次大戦前後から現われ

ていた都市史研究の新傾向を，学界の主流として

押し出す契機となったと思われるが，その報告集

が Mayer,Th. (ed.): Studien zu den Anfangen 

des europaischen Stadtewesens, (Vortrage und 

Forschungen IV), Lindau-Konstan~ 1958であ
る。

5) 1960年代後半から1970年代初頭の東ドイツ学界

における，西欧封建制の起源に関する論争は，古

典古代の遺産を従来よりは大きく評価する方向を

強めたと考えられる。森本芳樹『西欧中世経済形

成過程の諸問題』（木鐸社， 1978年）， 85-87頁。

けれどもこの論争では，古代都市の成行は殆ど論

じられなかったようである。前注2)に引用の動向

論文を参照。
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る司教支配を具体的に追究した業績がいくつかある

が，いずれも，教会生活の範囲を大きく越えて世俗的

諸権限を手中にした司教の，国王や有力貴族との対立

と結合というきわめて政治的史な観点から，まとめら

れている。プリンツが 5世紀から 7世紀までのフラン

ク王国における「司教による都市支配」 (Prinz〔約〕）

を，貴族による地域支配の一環と考え，従ってそれが

カロリング王権の最盛期には衰退するとしているの

が，好例であろう。またカイザーは，司教による造幣

と流通税(Kaiser〔印〕；〔51〕）とを検討した後，主と

してカロリング期以降の過程に関する研究を，『王権

と諸候権力との間に立つ司教支配。中世初期及び盛期

西フランク＝フランス王国における司教による都市支

配の研究』 (Id.〔52〕）と， きわめて政治史的な表題

の大著に集成した。

王宮戦後ドイツ学界は中世初期王権の役割を高く

評価する傾向が強いが，そこから，王領地など王権の

物的基盤に関する多くの研究が生み出された6)。 その

一環をなす王宮の研究が，都市史との密接な関連を持

っているのである。これには二つの系列があり，第1

はブリュールによる一連の研究で，司教座都市に置か

れた宮廷ー一司教館を含む—を主たる対象に，メロ

ヴィング期に重点を置いている。大著『宮廷と司教座

都市」 (Bruhl⑬〕）が中心となる業績であるが，そ

れに基づいた論文の，「中世初期の都市における支配

権行使の拠点」 (Id.〔8〕）及び「政治的中心として

の都市」 (Id.〔10〕）という表題がはっきりと示すよ

うに，王宮と司教餡の存在こそが，中世初期の都市を

統治中心地として特徴づけている，との観点が貫ぬか

れている。同時に，ゲルマン諸王国，ことにフランク

王国の統治機構を，かなり整備された組織と考える意

向も明瞭で，その中心としての首都が形成される傾向

については否定的である (Id.〔7c〕）ものの，この点

をより積極的に考えるエヴィヒ (Ewig⑫8〕）と同様

に，そうした国家機構の主要な拠点も都市であるはず

だ，と考えているようである。

6) 森本，前掲書， 334-343頁を参照。

第2は，マックス・プランク歴史研究所によって組

織された，中世における王領地と王宮の研究で，集団

研究の成果として3冊の論文集（〔16〕）が出版された

後，文献史料と考古史料とを総動員して作成された王

宮の総目録7)の刊行が，現在では始まっており，その

他に多数の個別研究が発表されている。都市史の観点

から言えば，カロリング期になって郊外市の修道院や

農村の王領地に置かれることが多くなった王宮も，多

くの場合商人や手工業者の集落を含んでおり，中世都

市形成の起点となったという所見が，注目されねばな

らない。その典型的な例が，フラッハが明らかにした

アーヘンであって，そもそも「農村王宮」 Landpfalz

として出発したここでは，カール大帝の主たる居城と

なった 9世紀には，役人や貴族が，商人と手工業者，

さらにはユダヤ人と混住している集落が形成されてい

た。これは王宮と画然と区別されることなく，全体と

して王権によって領主制的に統治されながらも，遠隔

地商業と在地商業の場として機能する市場を持ってい

たという (Flach〔狐〕）。ただしこの系列の研究は，

殆どすべての王宮が都市的機能を持っていた，という

主張を目指しているのではなくて，一部の王宮だけが

都市形成の起点となったと考え，可能なかぎりその事

情を明らかにしようとしている。カロリング期の王宮

所在地たるレゲンスブルクが，同時に遠隔地商業の拠

点となったために，すでに 9世紀からかなりの規模の

「居城＝遠隔地商業都市」 Residenz-undFernhandel-

stadt となっていた， とするボーズルの研究 (Bosl

〔7a〕釘ー125)はよく知られている。 その他にも，例

えばライン・マインツ地域では，広大な王領地の中心

という役割にとどまったインゲルハイム (Schmitz

〔77a〕）や， 同じく王領地中心の農村宮廷としてしば

しば王国会議の開催地となったトレブール (Gockel

〔36〕）とは異なって，王宮付近に商人と手工業者が集

7) Max-Planck-Institut fur Geschichte (ed.): 
Die deutschen Konigspfalzen. Repertorium der 
町alzen,K枷igshげ'eund ubrigen Auf enthaltsorte 
der Konige im deutschen Reich des Mittelalters, 
Gottingen ab 1984. 
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住して市場が存在していたフランクフルトでは， 中

世盛期になってからではあるが， 都市が形成された

(Schalles=Fischer〔刀〕）。 また， ボーデン滴^ 湖地域で

は，ボドマンの農村王宮，ライヘナウの「修道院王宮」

Klosterpfalz,コンスタンツの都市王宮があった上に，

チューリッヒでは，そもそも王領地中心の農村王宮が

修道院に寄進され， その真近にあった市場の関係で

都市宮廷となっていった， とされている (Erdmann 

〔27〕）。

プルク 中世前期の史料に登場する <burg}は，

領主によって設けられ，軍事的・政治的意味のみを担

った単なる防備施設ではなく，非農業的定住地を含ん

だ都市の初期的形態と考えられる，こうした主張を強

力に押し出したのは，周知のように1950年代のシュレ

ジンガーであった。この「ブルク都市」 Burgstadt論

の補強は，その後も続けられ， 1963年の論文では，ョ

ーロッパ諸言語での用法の考察によって， 8世紀から

11世紀までライン以東でのブルクは都市を意味してお

り，それは，イングランドやスラヴ地帯と同様に，重

要な防備施設は必らず非農業的定住地と対になってい

て，全体がプルクの語で呼ばれたからだ，とされてい

る (Schlesinger(75〕）。

確かに，こうした見解はそのまま受け入れられたの

ではなく，有力な都市史家による批判があった。例え

ばハーゼ「防備施設としての中枇都市」 (Haase〔羽〕）

は，商人と手工業者の定住地そのものが城壁を備え，

これを農村と明示的に区別するようになる11世紀以降

でなければ，都市が同時に城砦であるという事態は生

じない，という論旨を展開し，領主のブルクに都市と

しての性格を認めていない。また，ブルクとして存在

した都市がすでに特別の法を備えていた，と考えるシ

ュレジンガーに対して，ケプラーは「中世都市法の成

立に寄せて」 (Kobler〔訊〕）と題した論文で，初期ブ

ルクの本質はその保謹機能にあり，都市法の成立は，

都市がブルクから分離してくる1050年以降だ，と反論

している。

しかしながら，ライン以東のプルク地名をとる定住

第 50巻第 5号

地の具体的な研究は，中世初期からこれらが都市であ

ったとの見方を打ち出している。前掲『前期及び初期

諸形態』〔42〕を見ても， ニッケルは，カロリング期

とオットー朝期のマグデブルクを都市と前提とした上

で，最近の発掘成果を報告している (Nickel⑯5〕）

し，ブラブルクに関するワントの論文はさらに積極的

な姿勢で，カロリング末期には住民の大部分が退去し

てしまうここでさえ，集中した人口が，城壁で囲まれ

た領域の内外に分業を発達させていることが考古学的

に確認できる 8-9世紀については， ブルク都市と呼

ぶべきだと主張している (Wand〔部〕）。また，中世

初期にもかなりの紙数を当てた，ヴュルツブルクにつ

いての個別研究を発表したシッヒは，そもそもここで

は，遠隔地商業の場でもある市場と皮革工業者を含む

「司教座ブルク」 Domburgと， 国王に直属していた

「市場定住地」Marktsiedlung--『日市』 ¢.merca tum 

cottidianum}と表現され，手工業者も居住している

―との二つの核があったが，国王の司教による権利

譲与で両者が合体していった，とその都市形成過程を

描いている (Schich〔四〕7-111)。

これら定住地には司教座や王宮があって，中世初期

におけるそれらの都市としての資格が確認できても，

ブルクの都市的性格の論証とは直ちに連ならない憾み

がある。しかし，シュレジンガーの問題提起が全体と

しては積極的に受け入れられていることは，中世考古

学の権威 W．ヤンセンによる，「中世経済・社会史に

とっての中世ブルクの意義」 (Janssenは7〕）からも

感ぜられる。ヤンセンによれば，ブルクと都市との関

係は多様ではあるが，大規模なブルクの内外には必ら

ず相当数の手工業者がいて，販売用の生産に従事して

おり，従って， それらは同時に商業の場ともなって

いる。こうした場合のブルクは，ブルク領主の支配領

域に編成されている多面的な経済生活の「結晶点」

Kristallisationspunktとなるが， 中世初期について

は， それらを「前期及び初期都市的中心地」 vor-und

fr呻stadtischeZentrenと考えてよいというのであ

る。なお，カロリング期の修道院の内外には，一部は
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修道士の，一部は世俗人の手工業者が多数生活してい

たことを強調した，シュヴィントの論文「経済機構及

び手工業活動の場としてのカロリング期の修道院に寄

せて」 (Schwind〔鯰〕）も，ヤンセンの構想している

ブルクの一つの類型を扱っている，と考えてよいであ

ろう。

商業地 第二次大戦前後まで支配的だった中世都市

成立論では，遠隔地商人の会合地がことさら重要視さ

れていた。そして，ことにプラニッツがそれをヴィク

と総称したことから，中世都市共同体形成の前段とし

て， 9-10世紀に遠隔地商人の定住地が独自に存在し

たとする考え方を，「ヴィクの理論」 Wiktheorieとす

る呼び方が生じていた。この理論に対する批判には二

つの流れがあり，第1は，史料で用いられるヴィク

({wik}, {vicus}) という語が， もっぱら商人定住地

を指してはいないことの論証である。クレージェルに

よる著名な研究も，ヴィクを語幹として含むヴァィヒ

ビルトが，所領の内部に領主によって創出された特権

的な保有地を持つ住民の共同体を指していた，と主張

して，ヴィクと呼ばれる場所が都市と農村とのいずれ

でもありうると考えていた (Kroeschell⑮5a〕）。そ

の後ケプラーは，＜vicus}は特に商人定住地を指すの

でなく，多数の家が集合していながら城壁で守られて

いない場合の総称であり，またそれは，ゲルマン語で

互いに同義である <dorf}とくwik}とのいずれとも

対応しており，従ってくwik} も商人定住地のみを意

味することはありえない， とした(Kobler〔茄〕）。ま

た，クレーシェルによる調査が年代的，地理的に部分

的であるとして，さらに体系的な検討を加えたと自負

するシュッテ『ヴィク。歴史的・言語的諸関連におけ

る一つの定住地表示』 (Schutte⑱1〕） も，これが商

人定住地を意味することがないという点では一致して

いる。すなわち，そもそも垣根を意味する語を源とす

る <wik}とくvicus}は，実に多様な意味を持った

語を作り出しえたが，定住地に関しては，なんらかの

形で区切られた領域という意味が強く，中世初期から

盛期にかけては，領主制の展開に応じてその枠内での

様々な形態を指すことが多かった，というのでる。

ヴィクの理論に対する批判の第2の流れは， 9-10 

世紀に遠隔地商人定住地だったとされる場所につい

て，実際には別の性格が強いことを示そうとするもの

である。司教座，王宮さらにブルクに隣合っていたと

される場合には，すでに見たように，これら統治中心

地に対する都市的集落の独自性を小さく評価する方向

で，議論が進められてきた。従ってここで特に問題に

なるのは，従来，あたかも遠隔地商人の会合点のみが

独立に存在していたかのごとくみなされた，ことに北

海やバルト海沿岸に点在する， いわゆる「商業地」

Handelsplatz, Handelsemporiumである。典型的なハ

イタブについてのシーツェルの論文 (Schietzel〔73〕）

に見られるように，これらについての考古学的研究は

盛んに進められているが，一般的な議論としては，こ

の場合にもシュレジンガーの舌鋒が鋭い。すなわち，

ヴィクは決して周辺と異質の存在ではなく，むしろ，

プルクに依った永続的な非農業定住地として，領主制

的に編成され，地域中心地の性格を持っていた，とい

うのである (Schlesing紅〔75a〕）。商業地の領主制的

性格が，シュレジンガーによるほど強調されることは

ないとしても，こうした議論の目指す方向は今日では

一般的と言える。例えば，ヴィクの理論をなるたけ維

持しようとする志向の明白なシュトープも， 850年こ

ろ以降のヴィクは，それ以前の遍歴商人の単純な会合

地と区別された， 多くの定住者を含む街路集落とな

り，さらに10世紀後半以降まで存続したものは，城壁

の建築，在地交易を含む恒常的市場，王権による流

通税賦課という変化を経験する， と指摘する（Stoob

〔85〕）。また， 商業地はブルクに依らずとも中世都市

に発展したと考えるエンネンも，かつては商業地の永

続的定住地たる性格，ことに手工業者の比重を過小評

価していたことを，認めているのである(Enne頑23〕）。

さらにヤンクーンは，メロヴィング末期からカロリン

グ初期にかけて遠隔地｀商業が発展するに伴って，その

拠点が形成されるが，それらは手工業者を集住させ，

周辺地域を相手とする配給・集荷機能をも持ってお
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り，地域中心地たる性格を示していた。そして，これ

らは当初から教会制度上の中心地でもあったが， 800

年以降永続していく場合には，ブルクによる保護を必

要とした，とまとめている (Jankuhn〔岱〕）。

x
 

X X X 

以上のように見てくると，領主制的性格が本来明白

な司教座，王宮，ブルクが都市的集落として捉えられ

るだけでなく，いわゆる商業地についても，領主制的

側面が確認されるようになっている。西ドイツの歴史

家がこうした領主制的なものを，政治的，行政的，教

会的，軍事的など，様々な語で示している点を考慮し

つつ，ここでは， ドイツ学界の最近の特徴を，中世初

期における都市の統治中心地たる性格の強調，という

ょうに表現しておきたい。こうした傾向を象徴的に示

すのが，中心地理論を古代から中世盛期に至るバイエ

ルンに適用したフェーンの著作であろう。すなわち，

都市概念を大きく柔軟化しようとするこの理論が用い

られたにも拘らず，中世初期についてそこで発見され

えたのは， 政治的ないし教会的中心地のみであった

(Fehn⑱3〕）。フェーンの場合，中世初期の市場を専

ら遠隔地商業の場と考えて，これに中心地機能がない

としているのであるが，ともかく，あらゆる中心地を

数え上げようとするその努力が，中世初期については

世俗有力者と教会の支配拠点のみを摘出するにとどま

ったことが，この時期における都市的集落の共通する

性格を浮彫していると言えよう。

3 農村史研究＿社会・経済的発展水準の確認

「ことに考古学， 歴史学及び定住地理学が，現在で

は中世初期を一つの研究分野としているが，それは共

同的な研究が行なわれたからばかりでなく，なにより

も，中世と近世におけるそれ以後の発展を本質的に規

定するような農耕景観の著しい転換が；•まさに中世初

期に行なわれたということによって，豊富な成果がも

たらされたからである。とり廿け顕著な定住拡張を通

じてする定住地と耕地との編成替のこの局面は，方法

的にも研究分野の点でも，『先史学的』研究と歴史学
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的及び歴史・地理学的研究との間の境界領域に位置し

ていたために，これまでの研究では非常に軽んじられ

てきたのであった」 (Denecke〔応a〕418)。中欧にお

ける『鉄器時代と中世初期の耕地とその用益に関する

研究』〔2a〕をテーマとする， 1975-1976年ゲッチン

ゲン研究集会における結論でのデネッケのこの発言

は，新しい研究方法の開発によって，中世初期の農村

を停滞的世界とする伝統的イメージから，ドイツ学界

が大きく離れていることを示している。ゲッチンゲン

研究集会は，これに先立つ1973-1974年度をも，『鉄器

時代と中世初期の村落。定住形態—経済的機能ー一

社会構造』〔44a〕に当てているが，そこでも，中世初

期農村の社会・経済的発展水準を再評価しようとする

傾向が，はっきり見て取れる。こうした動向の中で，

7世紀以降農村開発が進行した地域では，重量黎と三

圃制罠に表現される比較的高度な農業生産力を基礎と

して，マンス＝フーフェに拠る農民を主たる働き手と

する大所領ー一「古典荘園制」klassische.Grundherr-

schaft—が形成され，農村進化の担い手となるとい

う認識が， ドイツ学界で定着している 8)(Aubin-Zorn 

〔2〕83-108)。それは，中世初期西欧経済についての

悲観的な考え方が強いフランス学界と比べるならば，

きわめて特徴的なのである凡

以下では，こうした農村史研究のうちで，都市＝農

村関係にとって重要な論点をまず摘出し，ついで，手

工業史からこの問題について行なわれた重要な寄与を

明らかにしたい。

所領内分業と市場の必要性 中世初期の農村を現物

経済の概念で捉えることは，今日全くと言ってよいほ

ど行なわれておらず，本稿で検討した論稿のうちで

は，わずかに，フェーン (Fehn〔認〕）にそうした仕

方が見られるのみである。ことに大所領組織は，個別

所領の内部にも，あるいは相互に離れた複数の所領の

間にも，広く分業関係を作り出しており，しかも，そ

8) 森本，前掲書， 247-356頁。

9) 森本芳樹「カロリング期農村世界の新しい像を

求めて。 9世紀末プリュム修道院領の農民」，本

誌， 45-3,. 1980, 2-'-5頁を見よ。 ← 
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れが必然的に貨幣経済と結びついているというのが，

共通の認識となっている。例えば，最近の古典荘園制

研究では最大の成果であるクッヘンブッフの業績は，

マンス保有農民の検討に書物の大半を当てた後に，領

主役人の章に「所領の枠内での経済的特化諸機能」

wirtschaf tliche. Sonderfunktionen im Rahmen der 

Domaneの項を置いて，水車番，かまど番，森番，家

畜番などの職務に加えて，金属と塩の生産を扱い，さ

らに「交通と商業」の項を設けて，賦役労働を用いる

所領間交通・運搬組織が商業と接合して，大領主の支

配拠点に市場が形成されると説いている (Kuchenbu-

ch〔邸〕 268-305)。また，都市史家エネンと中世考古

学者ヤンセンとの共著『新石器時代から産業時代前夜

に至るドイツ土地制度史』には，カロリング期につい

て，「所領の貨幣＝市場経済的諸特徴」との項(Ennen

-Janssen〔祁〕 142-144)があって，領主制内部の農

業手工業及び運搬を含む分業と，領主の営む商業を

基盤として所領の余剰生産物が販売される市場が存在

していたことが，強調されている。この書物は，本格

的な都市の成立には領主制を超える分業と領邦君主に

よる政策とが必要だった， という立場をとっている

が，それでもこうした領主制的な「集荷市場」Sammel-

marktを， 中世初期の「都市的形成物」 stadtartige

Gebildeに数えているのである。

農村手工業の広汎な存在 ローマ期都市の中世への

存続の確認は，もちろん，それが都市規模の著しい縮

小を伴ったことを否定するものではない5そして，こ

の過程で多くの手工業者が農村に拡散したことも確実

視されており，そこから，中世初期を対象とする手エ

業の研究は，農村手工業の広汎な存在の実証を通じ

て，農村の社会・経済的発展を確認することに導いた

のである。こうした研究方向を典型的に示すのは，メ

ロヴィング期のライン以東を舞台に，ローマ期の遺産

を継承して比較的高い水準にあったとされる手工業

ー一販売向けの生産を含むー~を概観したロートの論

文で，この地域の農村で分業が発展し，睛買力のある顧

客層が成立していることを結論している(Ro比〔70〕）。

ゲッチンゲン研究集会は1977-1980年度を『先史及

び初期史時代の手工業』(Jankuhn-Janssen-Schmidt= 

Wiegand-Tiefenbach (46〕）に当てているが， そこ

から二つの長大な報告を取り上げてみよう。まず，メ

ロヴィング期の文献史料を検討したクラウデによれ

ば，当時の手工業者は身分的に多様な規定を受けてい

たが，しばしば考えられていたように，遍歴手工業者

だったのではなく，農村所領，都市，あるいは王宮の

内部に仕事場を持っていた。そして，繊維関係は主と

して農村に，建設業は都市に，貴金属加工は専門職た

る度合が強いに応じて都市に立地している，というよ

うに，当時の 3大部門を取り上げてみても手工業は

都市と農村とに広く分布していたことが分る (Claude

〔12〕）。ついで，「農村空間の経済的要因としての中世

の工業生産」 (Janssen⑭8〕）を論ずるヤンセンとなる

と，都市と農村を峻別する従来の分業論を考古学的素

材によって批判しようとの明白な意図をもって，次の

ように言う。中世を通じて一一都市の少ない中世初期

にはことさら明白に一ー，農村における手工業中心地

が存在していた。特に，自家消費用と区別された大量

生産を行なう「農村工業地区」 1且ndlicherGewerbe-

bezirk —工業集落ないし散居的仕事場の形をとる

一の形成が，少なくとも陶器，ガラス，鉄の製造に

ついて確認できる。これらの担い手は領主層で，都市

に居住する領主がその所領を所在させる周辺農村での

工業家となっている。しかも，大量製品の販売のため

に，農村工業地区は最初から流通中心地としての都市

との連繋を前提としていた，というのである。

手工業と並んで注意されるのは，農村の交通・運搬

組織であるが，遠隔地との連絡に役立つ河川路を重視

しすぎた従来の傾向を反省して，陸路の役割を正しく

評価しようとする志向が明白であり，そのための技法

を網羅的に論じたデネッケは，道路の検討を「歴史的

空間研究」historischeRaumforschungの一部と位置

づけている (Denecke〔巧〕）。しかし，この点ではな

お十分な成果が出ておらず，ただ，ローマ帝国末期の

交通・運搬制度がカロリング期まで継受されたことを
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強調した，シュタープの仕事が目立つ程度である。す

でに触れたように，連続が何よりも都市で明白に見ら

れるとするシュタープも，農村でも古代と中世の間に

断絶はなく，ことに交通と手工業との中心地が連続の

拠点となったと考えている。そして，ローマ道路とそ

れに沿って組織されていた宿駅制度は，フランク王国

によって継承され，とくに王権を支える教会諸組織と

それらの所領を基盤として生き続けた，と主張してい

るのである (Staab〔昭〕32-64)。

さらにこの箇所で， 前掲の『手工業』〔46〕に収め

られている長大な論文を中心とする，ェクスレーによ

る中世初期のギルド研究を取り上げておく必要があろ

ぅ。フランク期の史料に <ghilde}として登場する結

合体は，ゲルマン起源の仲間組織で，ことにカロリン

グ期には商人による相互扶助団体を示している，こう

した従来の考え方に対立して，文献史料を広く渉猟し

たエクスレーは次のように考える。すなわち，ローマ

帝国末期に根ざす誓約による仲間組織は，国家の弱体

化という中世初期の状況のうちで，西欧的社会結合の

基礎形態として新しい意味を賦与された。そしてカロ

リング期には商人のみによるギルドは存在せず，むし

ろ， メロヴィング期の聖職者ギルドに続いて，聖職

者をも含めた広い農村住民のギルドが普及していた

(Oexlee〔郎〕；〔67〕）。 こうした暫新な見解が今後ど

れだけ支持されることになるか，なお判断がつきかね

るが，ともかくそれは，ギルドの問題を遠隔地商人重

視の研究史から解放しつつ，多数の手工業者を含んで

いたカロリング期農村住民の間に，かなり進んだ社会

的結合関係を認めようとしている点で，中世初期農村

における社会・経済的水準の確認に貢献していると言

えよう。

4 市場の研究ー一都市＝農村関係論の展開

以上のように，現在のドイツ学界では，都市史も農

村史もそれぞれ固有とされてきた分野から大きく踏み

出しており，上に紹介した文献の中にも，すでに都市

と農村を含む地域論の構想を含んでいるものもある。

第 50巻第 5号

ことに，司教座都市の研究には，古代から中世に連続

するのが都市だけでなく，そこを中心として統治され

ていた地域も，きわめて安定した制度だったとする見

解 (Ewig〔加〕； Kaiser(49〕）や， 司教による都市

支配が，司教を輩出させる貴族層による地域支配の一

環をなしていたとの議論 (Heinzelma皿〔39〕；氏inz

〔69〕）がある。しかしながらこれらは，都市が持って

いるはずの統治領域を簡単に指示したにとどまり，都

市と農村との相互関係の解明には進んでいない。都市

史と農村史を連関させ，都市＝農村関係論を本格的に

展開したのは，以下に見るような市場の研究だったの

である。

中世都市形成要因としての市場法制史的観点の濃

かった古典的な中世都市研究でも，市場は強い関心の

対象となっていた。しかしそこでは，都市法の唯一の

起源の追求という視角にともすれば患いされて，中世

都市形成に対する市場の役割が過大に，あるいは過小

に評価される嫌いがあった。これに対して，最近のド

イツ学界では，都市形成のきわめて重要な要因の一つ

として，市場の役割が確認され，それと他の諸要因と

の関係の解明に力が注がれる中で，特に市場と統治中

心地との密接な関連が強調されている。

1960年秋にコンスタンツで「中世における市場問

題」をテーマとする研究集会が開かれたが，その報告

集 (Scholler勺8〕）を見ると，市場の主要な問題を

概観して序論をなしているビュトナーの論文が，なお

著しく法制史的である (Buttrer(11〕）のに対して，

すでに上述の研究方向がいくつかの論文に明白に見ら

れる。例えば， 9-10世紀スイス地域での経済中心地

の増加の中で成立した12箇所の市場定住地を，そこで

商人と手工業者の定住が進み，造幣所が機能し，か

っ，市場と商人に関する一定の法が形成されている点

から， 6箇所の司教座と並ぶ都市機能の担い手と考え

るアンマン (Amma皿〔1〕）や，市場の存在形態に

応じた「中心地形成現象」 Zentralisierungsphano-

menの相異を論じたシェラー (Scholl紅〔79〕）など

は，明白に中世都市形成論の一環をなす市場研究の方

- 54 -



1960年以降ドイツ学界における中世初期都市＝農村関係に関する研究

向に，踏み出していたのである。さらに，同じ方向で

市場研究を飛躍的に発展させたのがミッテラウアーで

あり， 1960年代後半から発表された諸論文は，『中世

における都市と市場。歴史的中心性研究への寄与』

(Mitterauer〔糾〕）として集大成された。

ミッテラウアーは，プラニッツに代表される旧来の

支配的な学説が，法的都市概念への固執と遠隔地商業

の過大評価によって，中世都市を周辺地域から切り離

して考察し，結局はそれを封建制への異物としてしま

っていた点を強く批判し，そうした仕方のイデオロギ

ー的基礎が， 19世紀以来のリベラル派的思考にあり，

マルクス学派もそれを無批判に受け入れていると論じ

ている (Id.〔62〕）。そして，研究史の方向転換を図

るための方法が，すでに指摘したように（前掲47頁），

中心地理論の活用であり，一定の時期と地域における

多様な中心地諸機能の編成を問うことによって，中心

地機能を持つ集落＝都市的集落の幅広いスペクトルム

を検出しよう， というのである (Id.〔61〕）。 ところ

で， ミッテラウアーにとって市場とは，その立地を地

域中心地として都市にしていくきわめて重要な中心地

機能であるが， あくまでも経済的機能として政治的，

行政的，宗教的ないしは文化的な中心地機能と結合，

あるいは分離して，都市形成力を発揮する (Id.〔61〕；

〔62〕）。そして， 中世初期における市場は殆どつねに

政治的，行政的，軍事的中心地機能と同じ場所で結び

ついており，本稿の用語法によるならば，かかる統治

的中心地機能と重なり合って始めて，一つの集落を都

市に仕立て上げうると考えている。ミッテラウアーを

こうした認識に導びいたのは，カロリング末期上部オ

ーストリ・アでの流通状況を示す著名な史料，いわゆる

「ラッフェンステッテンの流通税令」 Zollordnungvon 

Raffenstettenの分析であり，この判告から，流通税

徴収所が機能している市場が必らず伯による王領地の

統治拠点に所在し，伯領が同時に国王大権としての市

場権が妥当している市場領域であったことを，読み取

ったのであった (Id.〔59〕）。ミッテラウワーはさら

に進んで，ローマ期以来の司教座と城砦集落に，中世

になって成立した城砦集落を加えて，これらをブルク

と総称しつつ，中世初期の市場はまさにブルクの一部

をなしていることを特質とするとして，これを「ブル

ク市場」 Burgmarktと呼んだ上で， 次のように述べ

ている。「ブルクと結合した商業地は， カロリング期

にはフランク帝国の全領域に存在した。…．．これらブ

ルクは単なる防備施設ではなく，同時に市場定住地で

ある。ブルクとは都市的定住地に対する同時代の表示

以外の何物でもない」 (Id.〔6幻 60-61)。

このように， ミッテラウアーの議論は，すでに検討

したシュレジンガーのブルク都市論（前掲50頁）に近

づいているが，そのシュレジンガーも， 1970年代には

市場を重視した中世都市成立論を展開している。まず

「オットー朝期ザクセンにおける都市の前期諸段階」

(Schlesinger訂6〕）では，カロリング期以降の国王に

よる同一場所での市場権・流通税微収権・造幣権の在

地有力領主への賦与政策を検討して，次のように論ず

る。すなわち，こうした政策をとる国王と，特権を与

えられた都市領主と，前二者の保護を受ける商人を中

心とした市場区域定住者という，三つの要素から都市

が形成されてくるが，中でも決定的なのが特権的免除

領域としての市場の成立であり，都市領主には「市場

領主」 Marktherrとしての性格が強い。さらに，「ド

イツ都市の初期形態としての市場」(Id.〔77〕）という

意欲的な題名を掲げた論文になると，「市場法理論」

Marktrech tstheorieへの回帰を意図するのでないと

再三念を押しながらも，最も重要な都市形成要因とし

て市場を押し出し，中世初期には市場と都市は区別し

えないと論じている。しかも，ここで市場として理解

されているのは，単なる商業取引の場ではなく，カロ

リング期以降の国王＿後には領邦君主一ーが，国王

大権に基づいて賦与した特権を基礎とする，永続的な

市場定住地なのである。

もちろん， ミッテラウワーとシュレジンガーに代表

される以上のような見解にも，様々な問題点がありう

る。まず，中世初期の市場所在地がじっさいどの程度

まで都市になったのか，この点に，大きな地域差があ
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ったことは確実であり，最近でもジドウが南ドイツの

例から問題の複雑性を論じている (Sydow⑱5a〕）。

また，市場権に関する国王文書によって実際に存在し

た市場のどれほどの割合を捕捉しうるのか，エンデマ

ンはフランスについて，またフリンクはライン・ムー

ズ間地域について，市場現象はこれら史料の示すとこ

ろより広く，深いと指摘している (Endema皿〔19〕；

Flink⑱5〕）。さらに重要な点は， ミッテラウアーや

シュレジンガーの議論に見られる，著しく領主制説的

な色彩であろう。それは，かつて中世都市形成過程の

中核に据えられていた遠隔地商人の役割を相対化する

という功績をあげたが，その濃淡は論者によってかな

り異なっている。例えば， ミッテラウアーとシュレジ

ンガーを比べてみれば，都市共同体形成における商人

の役割に言及することは，後者の方がずっと多い。「あ

たかもアンリ・ビレンヌがいなかったかのような」議

論を拒否するシュトープとなると，少なくとも1962年

には， 10世紀から11世紀における非農業的定住地の進

化をヴィク（シュレジンガーの疑念にも拘らず，この

概念を使用すべきだと述べている）から市場へと類型

化し，商人の能動性と共同体形成力を強く押し出して

いる，のである（Stoob⑱5〕）。

しかしながら，市場を中世都市形成のきわめて重要

な要因と考え，しかもそれが他の諸要因一ーその中で

当時の封建的社会構造からして当然にも，統治的要因

がとりわけ重視される一ーとの絡み合いによってのみ

中心地形成力を強く発揮するという見解が，今日のド

ツ学界で主流をなしていると考えてよい。それを印象

的に示すのが，まさにシュトープの指導下に最近作成

された「前都市的市場発展」vorstadtischeMarktent-

wicklungの地図において， 市場が造幣権や流通税と

切り離せないものとして扱われ，かつそれらが，都市

形成過程を検討する際の 「諸指標の束」 Kriterien-

btindelの一部とされていることであろう (Hardt=

Friederichs⑱8〕）。中世都市概念の柔軟化は，都市

現象を複数指標の組み合わせによって捉える方向に導

いた（前掲46頁）が，そうした方向は中世都市形成過
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程の研究にも明白に現われており，市場の位置づけは

その典型的な例なのである。

市場諸形態と都市形成力最近の市場研究は，「遠

隔地商業」 Fernhandelの過大評価への批判を含んで

おり， 中世都市形成における「在地商業」 Lokalhan-

delの役割に光を当てて，都市と周辺地域との関係を

本格的に取り上げるようになっている。けれども，最

近の研究史が遠隔地商業の役割を否定してしまったの

ではもちろんなく，むしろ，これらの商業諸形態と結

びついて，様々な市場形態が持ちうる異なった意味を

解明する方向にあるのであって，この点にも十分の注

意が必要である。

すでにシェラーは， 1960年の研究集会（前掲54頁）

で市場諸形態を検討しながら，「遠隔地商業が都市形

成と都市的成長をより強力，かつ急速に促進したこと

はありうるが，『近在市場』 Nahmarktの中心諸機能

こそが，都市生活の最も確実で堅固な基礎をなしてい

る」 (Scholler〔乃〕 87)という立場を示しているが，

11世紀以前については，特に次のように論じている。

当初は近在市場における交易が，なおブルクに依る定

期市の形をとる状況があって，そこから二つの異なっ

た発展方向が生ずる。一方は，近在市場の一つの形態

としての「領主的集荷市場」 grundherrlicherSam-

melmarktの展開で，所領管理の拠点に成立した市場

が，農村開発の進行に伴って中心地を形成していく。

他方は，遠隔地商業からの影響による恒常的市場の成

立であり，周辺地域への遠隔地商品の供給と，定住し

た遠隔地商人からの周辺地域への需要によって，それ

は中心地機能を持った近在市場としても発展してい

く。そして，これらの方向のうちでは後者がより強力

で，大きく見れば，遠隔地商業の発達した地帯を核と

して都市形成が進むが，そこからの影響と領主的集荷

市場の発展によって，別の地帯でも都市が成長してい

く，というのである (Scholler〔乃〕 91-92)。

すでにシェラーの議論が，遠隔地商業及び在地商業

の都市形成力に関して様々な立場がありうることを予

想させるが，市場研究の立役者であるミッテラウアー
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とシュレジンガーを見ても，後者の方が遠隔地商業の

役割をより重く考えているようである。すなわち，王

権による市場政策を検討の中心に据えるシュレジンガ

ーは，本来国王大権の対象となりうるのは遠隔地商業

であり，近在市場はこれと重なり合う場合にのみ特権

賦与の内容となりうるとする。従って同じ市場定住

地に「年市」 Jahrmarkt と「週市」 wochentlicher

Marktとが存在する場合には，両者が一体として文

書の対象となるが，生活資料の「日市」 taglicher

Marktは国王の市場政策からは除外されている (Sch-

lesinge.r〔冗〕；〔77〕）。 こうしてシュレジンガーは，

都市の初期的形態たる市場を遠隔地商業を中心として

捉え，週市もこれに引き寄せて考察しているのであ

る。

こうしたシュレジンガーの考え方に関連して，二つ

の点を指摘しておきたい。第1に，中世都市形成過程

をきわめて領主制的に捉えて，遠隔地商人の役割を限

定しようとする立場が，必しも遠隔地商業の小さな評

価とは結びつかないこと。シュレジンガーと並んでそ

の好例がボーズ）レであり，バイエルンの中世都市を概

観したその論文は，一般に領主が都市形成の起点にた

ったことを強調しながら，中世初期に存在した数少な

い都市，特にレゲンスブルクの特質の一つを，遠隔地

商業の拠点たる事実に求めている。ただ，遠隔地商業

が領主の委託を受け， かつ自己の勘定をも行なうよ

うな非自由人によって営まれる， と考えるのである

(Bosl〔7b〕3-7・11-13)0

第2に，すでに見たように（前掲56頁），市場権に

関する国王文書に主たる素材を求めるかぎりでは，比

較的大規模な都市的集落に関心が集中して，遠隔地商

業の評価のみが高くなる危険がある。この点に留意し

ているフリンクの場合には，周辺農村を足場として領

主制的に組織された市場定住地と，遠隔地商人の定住

によって特徴づけられる商業地とを区別し，中心地諸

機能は後者においてさらに大きくなりはするが，前者

がすでに大きな都市形成力を示している，と強調して

いる(Flink(35〕）。ともあれ，この問題について最も

詳しい考察を行ない，都市形成力を主として近在市場

に認めようとしたのが， ミッテラウアーなのである。

ミッテラウアーは，「古代中心地の後継としての年

市」 (Mitterauer⑯O〕）という長大な論文を1967年に

発表した後，フランスのロンバール・ジュールダンと

の論争のために，「年市連続と都市形成」 (Id.〔63〕）＂）

を1973年に執筆しているが，これらには，年市と週市

との間に都市形成力において決定的な差異があるとの

主張が，以下のように展開されている。古代末期から

中世前期の年市は，開催の場所と期日においてきわめ

て安定的であるが，都市的集落とは言えない場所で行

なわれていることも多い。それは，年市が祭祀機能を

中心とした民衆の集会という性格を強く持っており，

経済的考慮を離れた伝統的な心性によって，一定の土

地と日付とに結びつけられているからである。これに

対して「近在市場交易」 Nahmarktverkehrの場であ

る週市と日市は，長期的にはしばしば立地の移動を経

験する。その理由は，これらが必らず地域の統治中心

地で行なわれており，しかもこの中心地が政治的状況

に応じて移動しうるからである。従って，市場諸形態

のうち都市（＝中心地）形成機能を持つものは，週市

と日市という「恒常的市場」 standigerMarktであ

って， 遠隔地商人の単なる会合点でありうるような

「定期的市場」 periodischerMarktには， それを認

め難い。

こうしてミッテラウアーは，シュレジンガーとは逆

に週市を日市の側に引き寄せて捉え，これら両者を含

む在地市場に都市形成過程での最大の役割を与えてい

る。そして，人里離れた場所で開催し続けられる年市

は，まさに，ヴィクの理論が中世都市の起点と考えた

10) この論文は，まずフランス語による要約の形で
Mitterauer, M. : La continuite des foires et 
la naissance des villes, in Annales, 1973, p. 711-

734として発表され， ドイツ語の原版は， 1980年
の著書 (Mitterauer〔糾〕）で始めて公刊され
た。なお，ロンバー）レ・ジュールダンの見解は，

ミッテラウアーの書物に対する最近の書評論文
Lombard-Jourdan, A.: Les foires aux origines 
des villes, in Francia, 1982, p. 429-448のうち
に，まとめられている。

- 57 -



経済学研究

遠隔地商人会合地の理想型であると指摘して(Id.〔60〕

152)，そうしたものに都市形成力を認めない自己の立

場が，従来の遠隔地商業重視の議論の対極にあること

を明確にしているのである。

だからといって，近在市場が遠隔地商業と無関係だ

ったと，ミッテラウアーが考えているのではない。すで

にカロリング末期の流通税に関する研究でも， ドナウ

沿岸地域の開発の進行の中で，伯領拠点のうちのいず

れが市場として選択されるかには，遠隔地商業からの

必要が大きく作用していると指摘していた(Id.〔59〕）。

さらに地域中心地に年市と週市・日市が並存すること

が多いのを認め，特に，古代の年市が立地と日付とを

固定させるほどに民衆の意識に根を下ろすためには，

それがかなり長期にわたって地域中心地で行なわれる

必要があったとしている (Id.〔60〕； ⑯3〕）。そして，

より一般的には，中世初期の都市現象を地域中心地た

るプルク市場と規定（前掲55頁）した際に，遠隔地商

業の対象を狭く奢｛多品に限定する傾向を批判して，か

かる市場の役割に，遠隔地商業がもたらす生活必需品

一特に塩，鉄，家畜及び穀物一ーを周辺農村に配給

し，また地域からの輸出品を集荷する機能を含めてい

るのである (Id.〔62〕）。

農村発展を基盤とする都市市場以上のように，最

近のドイツ学界は，中世都市形成に対する近在市場の

意味を前面に押し出し，遠隔地商業に認められる促

進的役割も，近在市場を舞台として果されると考える

ようになっている。けれども，以上に検討した業績

は，どちらかといえばやはり都市史の系列に属してお

り，こうして都市と周辺農村との密接な関係を強調す

るに至ってはいるけれども，なお後者には具体的に足

を踏み入れていない。中世初期について都市＝農村関

係論が完結するためには，農村にういて確認された社

会・経済的発展水準を都市形成と結びつけることが必

要だったのであり，最後にそうした仕事を検討しよ

う。

西ドイツ学界で注目されるのは，中部ライン地域を

対象としたヘスの業績で，すでに1962年には，カロリ

第 50巻第 5号

ング期の文献史料と古銭史料を素材として，次のよう

に論じている。在地の造幣所で発行される銀貨による

貨幣流通は， この時期に遠隔地商業としてだけでな

く，明らかに在地商業としても展開しており． 10世紀

には地域的貨幣流通圏を語りうるほどであった。その

中で普及してくる貨幣貢租を検討してみると，農民に

よる生産剰余の恒常的な販売が行なわれていることが

分るが，その場となったのは，大部分は起源をローマ

期まで遡る多数の市場であった。これらは．ライン河

沿岸だけでなく，後背地にも広く分布し．大半は市場

定住地を形作っていたが，中でも中心的な地位を占め

たのは司教座都市一ーマインツ，ヴォルムス．シュパ

イヤ—一の市場であった。これらに定住する商人

は，遠隔地からもたらした商品を周辺農村の市場に配

給するだけでなく，農産物剰余を集荷して，その一部

―ことにワイン一ーを輸出していた (Hess(40〕）。

こうして， 9世紀ラ1ン中流一帯は，メロヴィング
期以来の発展の結果として，広く農村を基盤とし都市

を頂点とする「市場地域」Marktlandschaftを形成し

ていた，とするヘスは， 1982年の論文では．古銭資料

のさらに系統的な整理を行いながら，こうした動向が

時代とともに強化されることを確認している。すなわ

ち，北欧など外国で出土した貨幣に主として注目し

て，ライン地域の遠隔地商業での役割だけに関心を向

ける従来の研究態度への反省の上に．比較的数は少な

いが在地から出土した貨幣の綿密な検討を行なった上

で， 10世紀以降主要な造幣所の通貨ごとに，造幣地を

中心とする「貨幣流通領域」 Geldumlaufbereichが

形成されていたと主張する。そして造幣地たる都市

は，同時に重要な市場定住地でもあって，貨幣貢租を

普及させている周辺農村の中心地となっている．とす

るのである (Id.〔41〕）。

東ドイツ学界で同じような業績をあげたのが．ブラ

イバーである。その主著は7世紀に当てられていて．

農業生産の成長を基礎として，メロヴィング王国の内

部で商品・貨幣流通が展閉していたことを明らかにし

ている (Bleiber〔い）が，ここで注目すべきはむし
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ろ， 9世紀フランスを扱った二つの論文であろう。ま

ず， 1969年には商品・貨幣流通と領主制の形成がとも

に進行しているパリ地方を対象として，次のように展

開している。すなわち，ここでは司教座都市を中心に

多数の造幣所が機能しているが，造幣所所在地には同

時に市場が存在しており，しかも，遠隔地商業だけか

らは説明できない週市と日市が，大きな比重を占めて

いる。こうした市場形態からして，農民による生産剰

余の販売は，広く普及している貨幣貢租の調達という

目的ーーそのためには年市でよい-—ーにとどまらない

ことが，確実である。多くの史料が，手工業者と商人

がことに市場定住地に居住したことを示しており，こ

れらと下層民とによって，恒常的な農産物購買が行な

われていた。こうしてブライバーは，在地に形成され

始めた分業関係こそが，商品・貨幣流通の濃密な展開

を生み出し，都市的集落を支えていた，と考えている

のである (Id.〔5〕）。

さらに1982年の論文では，農村市場に注目すること

のなかった研究史ー一例外は， 9-11世紀のフランス

で，所領で開催される市場がかなりあったことを認め

ていたエンデマン (Endemann(19〕）であるが，その

研究はあまりにも法制史的であった一ーヘの反省の上

に立ちながら，対象をロワール・ライン間地域全体に

広げた議論を展開している。その出発点は，エンデマ

ンによる作業を補完し，かつ，造幣所所在地には必ら

ず市場があったと前提して行なわれた，市場リストの

作成であり，ほぼ100箇所の市場が検出される。これ

らの分布は大きな地域差を示しているが，市場の少な

い地帯では，それらは司教座都市に限られ，多い地帯

では，農村市場の比重が高まる傾向が強い。しかも，

原則として司教座での市場がメロヴィング期から存在

しているのに対して，農村市場は9世紀の成立にかか

っている。ブライバーは，後者が所領内部にある「領

主制市場」 grundherrschaftlicherMarktであるこ

とに注目し，従来からの市場網をさらに濃密化したこ

れらこそが，封建化過程によって始めて成立したとい

う意味で，「初期封建的」 fruhfeudalとするにふさわ

しいと考える。

ところでカロリング期の史料は，農民による週市訪

問，特定デナリウス貨の忌避，枡の不正使用などをし

ばしば伝えており，所領明細帳に見られる貨幣貢租の

普及を併せて考えれば，そこに遠隔地商業が到達して

いたことは疑いないとしても，これらの農村市場が同

時に在地商業の場であったことは確実である。市場の

こうした在地的性格は，農村と都市に居住する商人と

手工業者からの需要によっても，確保されていた。以

上のような観察に基づいてブライバーは， 9世紀には

すでにかなり進んでいた封建化過程が，農業生産性の

上昇を基礎とした社会的分業の展開を内包しており，

それが在地的な商品・貨幣流通を濃密化して，市場を

含む「初期都市的・商人＝工業経済部門」fruhstadt-

・・ isch kaufmannisch-gewerblicher Wirtschaftssek-

torを生み出していた，と結論しているのである (Id.

〔7〕）。

おわりに 第二次大戦前後までの支配的な学説が，

法制史的に厳密な都市概念に固執するところから，

ローマ帝政後期と中世盛期との間に，「都市のない千

年」 EinJahrtausend der Stadtelosigkeit (Mitte-

rauer〔即 67)を想定する傾向にあったのに対して，

最近のドイツ学界では，中心地理論の強い影響を受け

て都市概念を柔軟化し，多様な形態の都市現象を検出

して，古代末期から中世初期を都市の連続した時期と

考えるようになっている。また，都市形成の主体を遠

隔地商人層に求めるかつて有力であった見解には，都

市の統治的中心地という共通の性格を浮彫にして，き

わめて領主制説的な方向から批判が加えられた。しか

も，国王，教会及び世俗有力領主に認められている都

市形成過程での役割は，農村に存在していた一定の社

会・経済的発展を特定地点に収敏させて，地域中心地

としての都市を作り出し，あるいは強化するという機

能であり，それも，単に領主制的収取機構によるので

はなくて，規制された商品・貨幣流通の場としての市

場を組織することを通じて果される，と考えられてい
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る。

こうして，現在のドイツ学界は，少なくとも中世初

期に関する限り，プラニッツに代表される中世都市形

成論とは全く異った方向を歩んで，言わば，領主制的

世界での都市と農村との親近性を強調しているのであ

る。本稿では，こうした動向を鮮明にするため，検討

を加えた諸論稿が当然問題としている中世初期都市＝

農村関係における地域差と時代差は．捨象する方向で

議論を進めてきた。例えば市場研究では．ロワール・

ライン間地域を対象とした業績では農村市場が重視さ

れるのに対して，ライン以東地帯を舞台とする論文に

は．市場定住地そのものが都市であるとする見解が多

い。また， 農村の社会・経済的発展を強調する仕事

は．それをカロリング期に位置づけることが多いのに

対して，メロヴィング期については，司教座都市の研

文献目録

第 50巻第5 号

究を始めとして，農村を単に都市から統治される領域

として捉える傾向が見られる。すべてこうした諸問題

は，ヨーロッパ中世初期の都市＝農村関係の描写が具

体性を帯びるに応じ，ますます強く考慮されねばなら

ないであろう。しかしながら，そうした地域差と時代

差の考慮を貫ぬいて，本稿でとりまとめた傾向が，現

在のドイツ学界によって共有されていることは，紛れ

もない事実である。この傾向が，現在のベルギー学界

にも貫徹している11) のを見るとき， 中世的・封建的

環境から自由な歴史主体による中世都市の形成という

ユートビアが，ョーロッパ学界ではすでに完全に過去

のものとなっている，との感を深くするのである。

11) 森本芳樹「1960年以降ベルギー学界における中
世初期都市＝農村関係に関する研究」本誌， 50-3
・ 4, 1984, 161-168頁。

論文題名直後の（ ）内は，初発表年次を示す。
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